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ノンフィクション：蓮舟田邉太一のつぶやき（３） 

～ 翁の著書「幕末外交談」から ～ 

 

田邉康雄 

 

前回は幕末外交談の「まえがき」を紹介しました。「あとがき」はありませんが、本文の終

わりの直前に以下の記載があります。内容は“あとがき”とも言えるものですから、ここに紹

介します。532頁の9行目から535頁の4行目までを紹介します。原文の使用漢字はそのままであ

り、改行位置もそのままです。 
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この文章自体が田邉太一のつぶやきです。行間を読んでこの「つぶやき」の真意を紹介しま

しょう。書き出しの先頭に付いている数字は、本文の枠の上に付いている数字に同じです。こ

の数字によって引用箇所を明確にしました。 
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(1)扨幕府柄政扨幕府柄政扨幕府柄政扨幕府柄政のののの末末末末にありてにありてにありてにありて、、、、外交外交外交外交にににに関関関関するするするする事事事事、、、、余耳目余耳目余耳目余耳目がのがのがのがの及及及及ぶところぶところぶところぶところ、、、、略上略上略上略上にににに陳陳陳陳るがごとしるがごとしるがごとしるがごとし、、、、

而而而而してこゝにしてこゝにしてこゝにしてこゝに筆筆筆筆をををを擱擱擱擱にににに臨臨臨臨みてみてみてみて一言一言一言一言せんとせんとせんとせんと欲欲欲欲するものありするものありするものありするものあり、、、、他他他他なしなしなしなし、、、、幕府幕府幕府幕府のののの外人外人外人外人にににに接接接接せしはせしはせしはせしは、、、、余余余余

をしてこれをいはしめはをしてこれをいはしめはをしてこれをいはしめはをしてこれをいはしめは、、、、これをこれをこれをこれを外交外交外交外交とはいふべからずとはいふべからずとはいふべからずとはいふべからず、、、、其其其其跡跡跡跡につきてこれをにつきてこれをにつきてこれをにつきてこれを見見見見るにるにるにるに、、、、徹頭徹徹頭徹徹頭徹徹頭徹
．．．．．．．．．．．．．．．

尾鎖尾鎖尾鎖尾鎖
．．

國國國國攘夷攘夷攘夷攘夷をををを謀謀謀謀りてりてりてりて遂得遂得遂得遂得ざるのざるのざるのざるの歴史歴史歴史歴史たりたりたりたり、、、、
．．．．．．．．．．．．．．．．

 

幕府外交の生き字引である私が見聞きしたことはおよそ以上のようなものである。誇張や捏造

はせず、ありのままを紹介した。これですっきりした。終わりに当たって言わしてもらおう。

幕府外交は、外交と呼べるものではなかった。海の向こうの外国人よりも京都におられる天皇

の御意向を尊重し、鎖国攘夷を図って、それが出来なかった悲しい歴史であった。 

 

(2)初嘉永初嘉永初嘉永初嘉永のののの末末末末、、、、阿部閣老阿部閣老阿部閣老阿部閣老がががが柄政柄政柄政柄政のののの際際際際にありてにありてにありてにありて、、、、全全全全くくくく開國開國開國開國にににに意意意意あるがあるがあるがあるが如如如如くなりしもくなりしもくなりしもくなりしも、、、、世世世世にににに活眼活眼活眼活眼

のののの士乏士乏士乏士乏しくしくしくしく、、、、このこのこのこの鴻圖鴻圖鴻圖鴻圖をををを翼賛翼賛翼賛翼賛すべきものなくすべきものなくすべきものなくすべきものなく、、、、却却却却てこれをてこれをてこれをてこれを沮沮沮沮するのするのするのするの族多族多族多族多くくくく、、、、閣老閣老閣老閣老またまたまたまた責責責責にににに任任任任じじじじ

てててて、、、、敢敢敢敢てててて断断断断するのするのするのするの勇勇勇勇なくなくなくなく、、、、事遂事遂事遂事遂にににに姑息姑息姑息姑息にににに陥陥陥陥りりりり、、、、國是以國是以國是以國是以てててて定定定定まらずまらずまらずまらず 

1853(嘉永6)年ペリーが初回来航した際、老中筆頭阿部正弘は“開国”の必要性を感じていた

ようだが、他の幕閣には阿部の意見を支えるような見識のある人物がいなかった。それどころ

か、“鎖国”継続を主張するものが多かった。阿部は敢えて開国を推進するような勇気がなか

った。だから姑息に流れ、因習を尊んでしまった。開国富国の大きなチャンスを逃がした。 

 

(3)英國公使英國公使英國公使英國公使アールコックアールコックアールコックアールコック三年在日本記事中三年在日本記事中三年在日本記事中三年在日本記事中、、、、そのそのそのその事事事事をををを記記記記してしてしてして、、、、曰曰曰曰くくくく千八百四十五年千八百四十五年千八百四十五年千八百四十五年、、、、英國英國英國英國かかかか

初初初初てててて支那支那支那支那とととと戦戦戦戦へるへるへるへる以來以來以來以來、、、、蘭人蘭人蘭人蘭人はははは世界必然世界必然世界必然世界必然のののの變遷變遷變遷變遷をををを告知告知告知告知してしてしてして、、、、日本日本日本日本のののの耳目耳目耳目耳目をををを開開開開きたりきたりきたりきたり、、、、外人外人外人外人がががが日日日日

本本本本にににに入入入入るのるのるのるの道道道道をををを準備準備準備準備せしせしせしせし、、、、和蘭政府和蘭政府和蘭政府和蘭政府のののの公平公平公平公平のののの處置處置處置處置はははは、、、、諸國諸國諸國諸國よりよりよりより感謝感謝感謝感謝をををを受受受受るるるるのののの理理理理ありありありあり、、、、就中就中就中就中、、、、千千千千

八百五十四年八百五十四年八百五十四年八百五十四年ぺぺぺぺルリルリルリルリ提督提督提督提督がががが開港開港開港開港のののの功功功功をををを奏奏奏奏したるはしたるはしたるはしたるは、、、、蘭人豫告蘭人豫告蘭人豫告蘭人豫告のののの力力力力、、、、與與與與りてりてりてりて功功功功なくんばあらずなくんばあらずなくんばあらずなくんばあらず 

駐日英国公使は「日本三年在住記」の中で言う。曰く「オランダ政府は、『アヘン戦争の二の

舞にならないように』と日本に１年も前から繰り返し忠告した。日本においてオランダ以外の

欧米列強国が活動する道を開いたことは、列強の一員として感謝している。オランダのお蔭で

ペリーは日本を開国させることができた。オランダ政府に感謝しても感謝し足りない」と。 

 

(4)これこれこれこれ我國我國我國我國のののの國國國國をををを開開開開きしはきしはきしはきしは、、、、かのかのかのかの和蘭國王和蘭國王和蘭國王和蘭國王よりのよりのよりのよりの忠告忠告忠告忠告にににに源源源源せしものとしてせしものとしてせしものとしてせしものとして、、、、論論論論せるものなりせるものなりせるものなりせるものなり、、、、

されどされどされどされど、、、、其實其實其實其實はははは、、、、前前前前にもにもにもにも説説説説けるごどくけるごどくけるごどくけるごどく、、、、全全全全くしかりとはいふくしかりとはいふくしかりとはいふくしかりとはいふ能能能能はざるものなれどもはざるものなれどもはざるものなれどもはざるものなれども、、、、理理理理をををを推推推推しししし

勢勢勢勢をををを察察察察すればすればすればすれば、、、、自然自然自然自然のののの運此運此運此運此のごとくなるものをのごとくなるものをのごとくなるものをのごとくなるものを見見見見るべしるべしるべしるべし、、、、 

オールコックは、オランダ忠告のお蔭で日本は開国できたといっている。しかしこれは少し言

いすぎであろう。日本の開国は時流に逆らうことのできない処置だった。即ち開国そのものは

オランダ政府の通告がなくてもやっていた。それにしてもペリー来航を１年も前に通告してく

れたにも拘わらず、情報を活かし切れなかった阿部正弘の無策を嘆く。繰言になるが。 

 

(5)而而而而してしてしてして堀田閣老堀田閣老堀田閣老堀田閣老がががが    次次次次てててて其事其事其事其事にににに當當當當るにあたりてはるにあたりてはるにあたりてはるにあたりては、、、、平生平生平生平生のののの信信信信するするするする所所所所をををを以以以以てててて、、、、一切開國一切開國一切開國一切開國のののの規規規規

模模模模をををを定定定定めめめめ、、、、朝廷朝廷朝廷朝廷にににに啓沃啓沃啓沃啓沃してしてしてして、、、、以以以以てててて我國我國我國我國をしてをしてをしてをして萬國萬國萬國萬國とととと并立并立并立并立しししし、、、、其交際塲裹其交際塲裹其交際塲裹其交際塲裹にににに立立立立しめんとのしめんとのしめんとのしめんとの卓見卓見卓見卓見ああああ

りりりり、、、、其議論其議論其議論其議論のののの正大公明正大公明正大公明正大公明なるはなるはなるはなるは、、、、天晴濟時天晴濟時天晴濟時天晴濟時のののの良相良相良相良相といふべしといへどもといふべしといへどもといふべしといへどもといふべしといへども、、、、勢勢勢勢のののの不可不可不可不可なるなるなるなる、、、、左支右左支右左支右左支右

吾以吾以吾以吾以てててて其志其志其志其志をををを達達達達するをするをするをするを得得得得るるるる能能能能はずはずはずはず、、、、 

阿部の死去に伴い佐倉藩主堀田正睦が老中筆頭になった。彼には期待したが、時すでに遅かっ

た。堀田は開国の規模をさだめて天皇を説得し、開国によって列強と正々堂々と競争しようと

考えた。これは勘定奉行小栗上野介が考えた路線である。惜しむらくは、無策な阿部正弘が天

皇に「どうしましょうか」とお伺いを立てた後だった。すでに流れが変わっていた。 
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 (6)これにこれにこれにこれに次次次次てててて、、、、井井井井伊閣老伊閣老伊閣老伊閣老ありありありあり、、、、亦時勢外交亦時勢外交亦時勢外交亦時勢外交のののの巳巳巳巳をををを得得得得さるをさるをさるをさるを知知知知るものゝことくなれどもるものゝことくなれどもるものゝことくなれどもるものゝことくなれども、、、、其政其政其政其政

畧畧畧畧はははは、、、、専専専専らららら幕府幕府幕府幕府のののの威權威權威權威權をををを復復復復せんとするにありてせんとするにありてせんとするにありてせんとするにありて、、、、其外交其外交其外交其外交にににに於於於於るるるる、、、、寧寧寧寧ろこれをろこれをろこれをろこれを第二第二第二第二にをくのにをくのにをくのにをくの状状状状ああああ

りりりり、、、、加之加之加之加之、、、、條約條約條約條約のののの勅許勅許勅許勅許をををを請請請請ふのふのふのふの際際際際、、、、一時一時一時一時のののの姑息姑息姑息姑息よりしてよりしてよりしてよりして、、、、鎖攘鎖攘鎖攘鎖攘のののの約約約約をををを朝廷朝廷朝廷朝廷にににに結結結結ひひひひ、、、、後來幕府外後來幕府外後來幕府外後來幕府外

政上政上政上政上、、、、困難困難困難困難のののの禍胎禍胎禍胎禍胎となるをとなるをとなるをとなるを致致致致せりせりせりせり    

堀田の次に彦根藩主井伊直弼が大老として幕閣トップになった。時勢は「開国やむなし」であ

ることは理解したようであるが、井伊の関心事は「幕府権威の回復」であり、外交は二の次に

なってしまった。それだけではない。朝廷に対して条約の許しを得る際、その場しのぎの策と

して鎖国攘夷を約束してしまった。これが禍根の種。時勢からできる訳がない。 

 

(7) これよりのこれよりのこれよりのこれよりの後後後後、、、、安藤閣老安藤閣老安藤閣老安藤閣老のこときはのこときはのこときはのこときは、、、、其天資其天資其天資其天資のののの聡明聡明聡明聡明とととと、、、、應變應變應變應變のののの機智機智機智機智にににに富富富富めるよりめるよりめるよりめるより、、、、外交上外交上外交上外交上

やゝやゝやゝやゝ見見見見るべきものあるかことしといへともるべきものあるかことしといへともるべきものあるかことしといへともるべきものあるかことしといへとも、、、、畢竟井伊元老畢竟井伊元老畢竟井伊元老畢竟井伊元老のののの後後後後をををを承承承承けてけてけてけて、、、、かのかのかのかの鎖攘鎖攘鎖攘鎖攘のののの息攘息攘息攘息攘をををを奈奈奈奈

何何何何とするもとするもとするもとするも能能能能はすはすはすはす、、、、剰剰剰剰へへへへ、、、、和宮降嫁和宮降嫁和宮降嫁和宮降嫁のののの事事事事よりしてよりしてよりしてよりして、、、、鎖攘鎖攘鎖攘鎖攘のののの預約預約預約預約、、、、益固益固益固益固くくくく朝廷朝廷朝廷朝廷とのとのとのとの間間間間にににに結結結結ばれたばれたばれたばれた

るをるをるをるを見見見見るるるる、、、、 

井伊の後の幕閣トップは老中對馬守安藤信正だった。安藤は生まれつき聡明であり、臨機応変

の心得をもっていたので外交上少しは見るべきものがあったが、井伊が天皇に約束した鎖国攘

夷の縛りはどうすることもできなかった。その上に天皇の妹、和宮の将軍家への嫁入りを迎え

て、益々天皇の御希望、鎖国攘夷を硬く約束する羽目に陥ってしまった。見ていて苦しい。 

 

(8) ここにここにここにここに於於於於てててて、、、、幕府幕府幕府幕府のののの困厄彌甚困厄彌甚困厄彌甚困厄彌甚だしをだしをだしをだしを生生生生せりせりせりせり、、、、これよりそのこれよりそのこれよりそのこれよりその後後後後、、、、幕府幕府幕府幕府はははは朝廷朝廷朝廷朝廷のののの譴責譴責譴責譴責とととと浪士浪士浪士浪士のののの

横議横議横議横議とのとのとのとの制制制制せられせられせられせられ、、、、首首首首をををを畏畏畏畏れれれれ尾尾尾尾をををを畏畏畏畏れれれれ、、、、外国外国外国外国とととと朝廷朝廷朝廷朝廷とのとのとのとの間間間間にににに介介介介してしてしてして、、、、彷徨行彷徨行彷徨行彷徨行ところをところをところをところを知知知知らずらずらずらず、、、、

其志其志其志其志すすすす所所所所はははは如何如何如何如何のののの所所所所にあるやをにあるやをにあるやをにあるやを知知知知らすといへともらすといへともらすといへともらすといへとも、、、、其圖其圖其圖其圖るるるる所行所行所行所行ふところふところふところふところ、、、、一一一一としてとしてとしてとして鎖攘鎖攘鎖攘鎖攘をなしをなしをなしをなし

遂遂遂遂けけけけ、、、、以以以以てててて朝意朝意朝意朝意をををを達達達達せんとするにあらさるはなしせんとするにあらさるはなしせんとするにあらさるはなしせんとするにあらさるはなし、、、、 

外国から受ける開国圧力と、天皇から受ける攘夷との板ばさみになった幕府は哀れだった。幕

府は薩長の策略によって右往左往させられ、何にか知らねど恐れおののき、外国と天皇との間

をうろうろと彷徨い、行ったことは結局、鎖国攘夷を成し遂げて天皇の御意志に沿おうという

政策になってしまった。自分で自分のやっていることが分からなくなってしまったのだ。 

 

(9)さればさればさればされば、、、、春嶽老公春嶽老公春嶽老公春嶽老公のののの如如如如きはきはきはきは、、、、其藩論其藩論其藩論其藩論はははは開国開国開国開国にありとにありとにありとにありと稱稱稱稱しししし、、、、然然然然もももも奏論奏論奏論奏論するするするする所所所所もももも、、、、其意其意其意其意にににに外外外外なななな

らさるからさるからさるからさるか如如如如しといへともしといへともしといへともしといへとも、、、、當時其施政上當時其施政上當時其施政上當時其施政上、、、、云爲云爲云爲云爲にににに著著著著るゝものるゝものるゝものるゝもの、、、、一一一一としてとしてとしてとして鎖攘鎖攘鎖攘鎖攘のののの手段手段手段手段ならさるなならさるなならさるなならさるな

しししし、、、、 

やっていることが分からなくなった好例は越前藩主松平春嶽である。言っていることとやって

いることが違う。自藩の藩士の総意は”開国“にあるといい、自ら開国を主張していたのに、

やったことは鎖国攘夷だった。つまり幕府側の人間でありながら、薩長の味方をした。本人が

そのことに気がついていなかったのが嘆かわしい。賢公の名が惜しまれる。已ぬる哉。 

 

(10) 板倉閣老板倉閣老板倉閣老板倉閣老にいたりてはにいたりてはにいたりてはにいたりては、、、、其誠愨忠純其誠愨忠純其誠愨忠純其誠愨忠純のののの質質質質、、、、太平太平太平太平のののの宰相宰相宰相宰相としてはとしてはとしてはとしては不足不足不足不足なしといへともなしといへともなしといへともなしといへとも、、、、同同同同

じくじくじくじく朝意朝意朝意朝意にににに承順承順承順承順することにのみすることにのみすることにのみすることにのみ力力力力めてめてめてめて、、、、朝意朝意朝意朝意をををを回回回回するのするのするのするの慮慮慮慮なきものゝごとしなきものゝごとしなきものゝごとしなきものゝごとし 

安政の大獄に反対して井伊に罷免された備中松山藩主板倉勝静は、井伊の死後老中に復帰した

が、もっとひどい。本人の資質は極めて高かったが、外国が攻めてくるという時期には通用し

なかった。天皇の御意志に従うことばかり考え、御意志を変えていただくような工作はできな

かった。太平の世ならば、祖父松平定信に負けない善性を敷いたであろうに。資質を惜しむ。 
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(11) 松平總裁松平總裁松平總裁松平總裁のこときはのこときはのこときはのこときは、、、、やゝやゝやゝやゝ気魄気魄気魄気魄ありありありあり尋常紈袴輩尋常紈袴輩尋常紈袴輩尋常紈袴輩にあらすといへともにあらすといへともにあらすといへともにあらすといへとも時勢時勢時勢時勢をををを識識識識るのるのるのるの見見見見なくなくなくなく

殆殆殆殆とまたかのとまたかのとまたかのとまたかの浪士輩浪士輩浪士輩浪士輩にににに傀儡使傀儡使傀儡使傀儡使されたるものにしてされたるものにしてされたるものにしてされたるものにして、、、、決決決決してしてしてして濟世濟世濟世濟世のののの器器器器ならずならずならずならず、、、、 

川越藩主松平直克政治総裁は、気骨のある人物で“お坊ちゃん”ではなかったが、時の流れを

見る目がなかった。幕府にチャンスがあるという洞察力にとぼしく、薩長に“いいように”利

用されてしまった。このような無能者を政治総裁に据えなければなかった幕府上層部のお粗末

さを嘆く。太平に慣れた幕府上層部の人材不足が薩長による明治武力革命をまねいたのだ。 

 

(12)中間小笠原中間小笠原中間小笠原中間小笠原、、、、阿部阿部阿部阿部、、、、((((豊後守豊後守豊後守豊後守))))松前閣老松前閣老松前閣老松前閣老のこときはのこときはのこときはのこときは、、、、頗頗頗頗るるるる開国開国開国開国のののの主義主義主義主義をををを持持持持しししし、、、、外交外交外交外交のののの外交外交外交外交たたたた    

るるるる所以所以所以所以をををを知知知知るものゝごときもるものゝごときもるものゝごときもるものゝごときも、、、、またまたまたまた時勢時勢時勢時勢のののの沮沮沮沮するするするする所所所所、、、、前疐後跋前疐後跋前疐後跋前疐後跋、、、、そのそのそのその志志志志をををを遂遂遂遂るるるる事事事事をををを得得得得すすすす、、、、末年末年末年末年
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

やゝやゝやゝやゝ
．．

そのそのそのその方方方方をををを得得得得るにるにるにるに及及及及ひしひしひしひし時時時時はははは、、、、既既既既にににに幕府運去幕府運去幕府運去幕府運去のののの秋秋秋秋にありにありにありにあり、、、、 

老中を任命された唐津藩主小笠原壱岐守長行、白川藩主阿部豊後守正外、蝦夷松前藩主松前伊

豆守崇広等は、開国の必要性を知り、外交の“何たるか”を知っていたようであるが、残念な

がら歴史舞台への登場が遅かった。すでに薩長の目論む方向に政治は動いていた。幕府上層部

には薩摩の大久保のような策士がいなかった。小栗上野介の出番が遅すぎた。なかった。 

 

(13)故故故故にににに安政巳來慶應安政巳來慶應安政巳來慶應安政巳來慶應のののの末末末末にるまてをにるまてをにるまてをにるまてを通觀通觀通觀通觀しししし其事實其事實其事實其事實にににに顯顯顯顯るゝものをるゝものをるゝものをるゝものを鑒鑒鑒鑒みてみてみてみて予予予予はははは断断断断じていはんじていはんじていはんじていはん
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

とすとすとすとす、、、、幕府幕府幕府幕府にはにはにはには外交外交外交外交のことなしたゝのことなしたゝのことなしたゝのことなしたゝ朝意朝意朝意朝意をををを奉奉奉奉しししし鎖攘鎖攘鎖攘鎖攘をををを
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

はかりてはかりてはかりてはかりて遂遂遂遂さるさるさるさる跡跡跡跡のみとのみとのみとのみと
．．．．．．．．．．．

 

ペリー来航以来、幕末に至るまでを通して見ると、私は幕府上層部を弾劾する。幕府上層部に

は外交を語る資格はない。天皇の御意向に沿って、なるほどその御意向は薩長が誘導したもの

であったが、外国人を打ち払って鎖国を継続しようと努力をし、悲しいことにはその努力が報

われなかった軌跡だけが残ったと。これを言って気分がさっぱりした。まことに爽快である。 

 

つぶやき（３）の完 


